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ユ ゴ ー と キ リス ト教
渡 辺 誠 一
暁闇の有史以前から,人 類 は神の存在を気にかけていた。すでに2000年以上
も前から,人 間は神のことを考え,神 の研究 を続けて きた。神 とは誰 か?神
とは何か?大 勢の学者が躍起 となってその定義 をくだそうとした。特に,中
世,ル ネサ ンス時代から神の探究は活発にな った。だが,一人間の微弱な精神 を
もって しては,た とえどのような知恵者であろうとも,神の定義をくだすこと
はで きなかった。 ヴィク トー ル ・ユゴーは,「 森で狼 を捕えるように,天 空で
(D(2)
彼(神)を 捉える」 と傲語 し,「 ある書で神 を立証することができた」 と得意
げに語 った。勿論,神 の存在 を証明す ることはで きなかった。有限な ものが無
限な もの を完全に理解す ることは不可能なのである。 もし人間が神 を完全に把
握 した とすれば,そ の時,神 は神であることを止め,単 に特大人間の ような存
在になって しまうであろう。 しか し,神 を追究 した り研究 した りす ることを止
め,素 直 な気持で イエス ・キ リス トに 目を注 ぐ時1人 は,神 が どの ような かた
なのかを説明することがで きる。
イエス ・キ リス トは,精 神において も,心 において も,ま た実在において も
神 と同一であるのだから,キ リス トの うちに神がどの ようなかたであるのかを
完全に見 ることがで きるのである。 「私(キ リス ト)を見た人 は父(神)を 見
(3)'
た」'ので あ る。
ユゴーは,神 と国王 を同一視 す るよ うな母親に育 て られ たに もか かわ らず,
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神 を信 じていた。 「私 は……自分 自身以上 に神 を信 じてい る。……つ まり,自
(4)
分の実存以上に神の存在 を確信 してい る。」 しか し,ユ ゴーはキ リス トに 目を
向けなか った。 ユゴーに どって,神 は唯一の,絶 対的な存在で あ っ た か ら,
〈三位一 体〉が理解で きなかったので ある。彼 はキ リス トを 〈茨の冠 をかぶ ら
された正 しき者〉,〈鞭打たれた放浪者〉,〈神秘的な通行人〉,〈人類の順い主〉
として敬意 を表 してい るが,神 として見 てい ない。神 とは別個の 者 で あ り,
〈崇高な人 間〉 にす ぎないのであ る。
従 って,ユ ゴーは,キ リス ト教 か ら離れ,神 の実体 が解 らない まま,ユ ゴー
独 自の宗教 を控 え上 げるこ とにな ったので ある。
ヴィク トール ・ユゴーが教会 か ら離れ,'キリス ト教 を嫌 厭す るようにな った
の は,・1849年か ら51年までの聞で ある,と 言われ てい る。 この時代 は,ユ ゴー
が政 治闘争に情熱 を燃 や した時で あ り,ル イ ・ナポ レオ ンが 日頃の老猶 ぶ りを
発揮 して権 力の座 につ こうとしてい た時であ る。
ユゴ'は,政 治家 として,「 対外的に は,軍 備縮少,お よび,国 際間のあ ら
ゆる難 問題 を一挙に解決す る権威 ある機関,つ ま り国際連盟の設置,ス エズと
パ ナマ両運河の開馨,中 国の開化,ア ル ジェリアの植民地化 を提唱 し,対 内的
に は,貧 困に対す る戦い,産 業 と進歩の勝利,芸 術,文 学,科 学の偉 大な価値
(5)
を強調」 していた。大変立派な政策で あ った。'.
ル イ ・ナポ レオ ンの野心は,大 統領に就任す ると同時に顕著 にな り,彼 の策
謀 は,聖 職者擁護の保守的多数党の支持 を得 なが ら,着 々 と進 んでい た。 エ リ
ゼ宮殿の奥で新たな ブ リュメールの準備 が進め られていたの である。
ル イ ・ナポ レオ ンは,ま ず,マ ッツ ィニが樹立 したばか りの ローマ共和国に
教皇救援の フラ ンス遠征軍 を送 り込 む ことに成功 した。.これ は,多 数党 を占め
るカ トリック派の ご機嫌 を取 り結 ぶためで あ った。.
ローマ教皇 ピウス9世 は,即 位 した当時,自 由主義的教皇 として教会の 旧来
の敵か ら も,愛 国的 司祭たちか ら も大 きな期待 をもって迎 え られた。彼 らの 希
望 を叶えて くれ る代表者 と思われた からで ある。 しか し教 皇の行為 は,彼 らの
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期待に応えるものではなかった。 ピウス9世 の行動は,行 政改革において も,・
軍事的な面において も,絶 えず優柔不断で,中 途半端な ものであ った。教皇 と
しての決断力と勇気 が欠けていたのである。民衆の教 皇に対す る幻滅感 が生 じ
始 めた。さらに,イ タリアの経済的困窮 と教皇庁の不手際が イタ リアの危機 を
促進 させた。 ピウス9世 は,教 皇庁長官,ペ レグ リノ ・ロッシが暗 殺 さ れ る
と,保 守派の人 々の忠告に基づいてナポ リ領のガエタに亡命 した。、
ルイ ・ナポ レオ ンは」憲法の規定 を無視 して,こ の教皇 を救い出そうとした
のである。 フランス遠征軍は,ウ ーデ ィノ将軍の指揮の もとで ロー マ を奪 回
し,ロ ーマ教皇庁の世上権 を回復 させた。 「やがて,〈 城主たち〉の過激な聖
職者至上主義が民衆のあいだに人気がないの を見て とったル イ ・ナ ポ レ オ ン
(6)
は,彼 の 副 官 だ った エ ドガ ー ル ・ネ ーに 一 通 の 手 紙 を送 った 。」 この 手紙 と,
それ に 答 え た教 皇 の 教 書 をめ ぐって,チ ェー ル,モ ンタ ラ ンベ ー ル,ユ ゴ ー ら
の 間 で 論 議 が繰 り返 され た が,ル イ ・ナ ポ レオ ンは。 こ 〉で も好 策 を弄 し,ユ
ゴ ー を一 蹴 して しま った 。 「見 え す い た 嘘 だ と思 われ る こ とは百 も承 知 の うえ
で,大 統 領 の エ ドガ ー ル ・ネ ー への 手紙 と,法 王 の 〈自発 的 な〉 教 書 とは,実
際 に は ま った くおな じ考 え を述 べ て い る もの で あ る,と い う点 を首 相 が あ らた
め て 強 調 す る こ とに な った 。 もち ろん,手 紙 と教 書 とは,実 際 に は ま った く'正
(7)
反対の ものであ ったことは言 うまで もない。」ユゴー とナポ レオンの間に 口論
が持 ち上が り,両者の間に敵対関係が生 じるようにな った。
その頃,モ ンタランベール とその友人たちは,チ エール,モ レらと共に 〈大
秩序派〉 を構成 してお り,宗 教的利害に深い関心 を示 していた。彼 らは,教 会
のために実質的な利益 を獲得 しようとしていたのである。
ルイ ・ナポレオンは,こ の 〈大秩序派〉 と結託 して,特 別選挙法案 を提起 し
た。それは,居 住期間3ヵ 月で選挙権 が与 えられ}ていたものを3カ 年にひ き延
ばすことに よって,人 民階級 を排除 しようとした ものである。 つ まり,労 働
者,日 雇い労務者,失 業者等 々を遠 ざけ,〈 卑 しい大衆〉 を抹殺 して しまう法
案で あった。ル イ ・ナポ レオンは,聖 職者階級の支持 を得て,厄 介な不穏分子
を しめ出そうとしたので ある。
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ユゴーはナポレオン大統領 と保守的多政党に対 して猛烈な抗議を行 った。 と
い うの も,第二共和政によって実施された普通選挙制こそ,「 民衆の情熱の調
整器であ り,合法的な権力をつ くりだす方法であ り,無政府状態に対する砦で
あ り,嵐の ような動乱のさなかにあって,不 動の定点 ともなるべ きただひとら
(8)
の制度であ ると彼は信 じたか らなのであ った。」
1850年3月15日,ファルー法案 が提 出された。 この法案 は,時 の文相 ピエー
ル ・ド・フ デルーに よって提起 された もので,教 育の 自由 を設立す るとい う口
実の もとに,聖 職者たちに公教 育の独 占を獲得 させ るものであ った。
1院 外委員会 と立法議会の委員の大部分は
,政 府の指令に よ り,保 守的 カ トリ
ック系の者が選ばれてい た。 フ ァルー法は,フ ァルー とこのふたっの委員会の
企てた,聖 職者 を全面的に満足 させ る,・陰謀めい た 法案 であ ったの だが,'特
に,こ の法案の陰にナポ レオ ン三世が控 えていたこ とを見逃す訳に は い か な
い。彼 は,表 面的には,教 会に寄与 してい るようで あ ったが,実 は,宗 教 の道
徳的・社会的影響によ る利益 を良 く認識 していて・ 自分の野心 を満足 させ るた
めに宗教 を利用していたのである。 ト
この法案によると,「正式の聖職者は形式的な手続をなん らふむことな く,
正 当な権利をもつ小学校教師 として認め られた。 さらにファルー法に よって,
市町村自治体 と小郡審議会 もしくは県審議会は一 大学区審議会にはかったの
ち一 これ らい っさいの教育機関に補助金 を下付す る権限をあたえられた。お
まけにこれによって,官 公立の教育機関は聖職者の監視 をうけ,た とえば小学
校教員は司祭 と市町村長の保護下におかれ,修 道会員 も公立の小学教師となれ
るようになる。また師範学校は,文 部省審議会のたんなる決定ない しは省令に
よって,廃 止して もかまわないことになる。そのうえ中等教育 もまた,聖 職者
(9)
の はい りこんだ大学区審議会 を介 して聖職者の監督下におかれ る」 ことにな っ
た。
この法案 が制度化 され ると,聖 職者至上主義に陥 るばか りか,教 育の 自由が
奪われ,カ トリック保守党によ って教 育が独占 されて しま うことにな る。
ユゴーはこの法案に反対 し,激 しく抗議 した。ユゴーは,宗 教教育 が害悪で
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あるな どと考 えていた訳ではない。それ どころか,か え ゲ(宗 教教育の必要性
を強調 してい る。「人間は大 きくなればなるほ ど,そ れだけ深い信仰 を持たなけ
れ ばな らない。神に近づけば近 づ くほ ど,そ れだけ神 を良 く見 なければならな
、田 ユゴーは,あ る党派に よる輔,つ ま り諏 府 と結 びついた川 リック
党派に よる宗教教育に対 して反対 したのであ る。 ユゴーに よれば,政 府 ど教会
とは別個 の もの として分離 しなければな らない,と 言 うので ある。 「教会のこ
(11)
とは教会内で,政 府の こ とは政府内で。」
教育 に関す るユ ゴごの主張 は,初 等教育はすべて義務でなければならない,
しか も,初,中,高 等教 育は無償でなければな らない,教 育の 自由,絶 対的 自
由が確 立されなければな らない,と い うものであ った。,
ファルー法の制定に寄与 したチ ェζノレは,議 会 で次の ように述べた。 「私に
は初等教育 をすべて聖識者 にまかせ る用意がある……。私 は世俗的な小学校教
員以外の人間 をぜ ひほ しい と思 ってい る。現在の小学校教 員め大多数 は唾棄す
べ き連 中であ ります。、また,司 祭の影響 力が強 くなること'元現在 よ りはるかに
強 くな ることを私 はのぞんでい る。なぜ な ら,人 聞 は苦 しむためにこの世にい
るとい うことを人 間に教 えて くれ る,そ うした立派 な哲学 をひろめるために,
聖職者に期待す るところ大なる ものがあるからです。……初等教育は不可避的
に また必然的に,万 人の手に届 くものであ ってはな らぬ,と 私は言い主張 しま
す。 そればか りか,教 育 とは私見 によれば,裕 福 さのはじまりであ り,裕 福 さ
(12)
は万人のための もので はあ りえない とさえ言 うものであ ります……。」 これに
対 し,ユ ゴーは次の ように反駁 してい る。 「初等義務教育は,お まちがいめな
い ように願いたい が,父 親の権利 よりさらに神聖 な,'子供の権利であ ります。
……国家の手であたえ られ定め られた膨大な公教育 は,村 の小学校か らは じま
って,徐 々に階段 をの ぼ って 〈コ レー ジュ ・ド・フランス〉へ,さ らに もっと
高いくフランス学士院〉へ と達す るようにな ってい る。学問の扉はすべて,ど ん
な知性に も大 きくひ らかれてい るので あ ります。精 神のあるところ,田 畑のあ
るところ,書 物 はなければな りません。小学校 なき市町村,高 等中学校な き都
市ほあ って はな らないのであ ります。……私 はあなたの法律 を承認 しません。
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私が承認 しないのは,こ の法律が初等教育を奪い,中 等教育を損い,学 問の水
(13)
準 をひ きさげ,ひ いてはわが国の国力を低下 させ るか らであ ります。」
議会におけるユゴーの論説は,教 育問題 から次第に聖職者 とその擁護著たち
に対す る批判,非 難へ と移 って行 く。 「私は,若 者の教育,子 供たちの魂,生
命 に通 じる新 しい知性の発展,新 しい世代の精神,つ まりフランスの未来 をあ
なたたち(聖職者擁護の人 々)に任せた くないのです。……祖先のつ くった もの
をあなたたちに壊 して もらいた くないのです。……あなたたちは鎖 をつ くって,
これが 自由だ,と 言 うのです,追 放 しておいて,こ れが特 赦だ,と 叫ぶので
(14)
す。」「私 は,聖 職者擁護の党であ るあなたがた と教会 とを混 同す るような こと
は しません。 それは,私 が,や ど.りぎとかしわ とを混同 しないの とおな じなの
であ ります。あなたがたは教会の寄生虫なのであ り,教 会 をむ しばむ病気なの
です。.……あなたがたは信者ではない。あなたがたは,宗 教 な ど分 りもしない
くせに,や たらと宗教 をかつ ぎまわ り,そ れ を党派のために利用 して 信者づ ら
をしてい るにす ぎないのです。要す るに,あ なたがたは宗教の演出家なのだ。
どうか,教 会 を,あ なたがたの取引 きの,策 略の,政 略の,主 義の,野 心の具
に供 さないでいただきたい。表面 はてい さい よ く教会 を母 と呼びなが ら,実 質
的には,そ れ をあなたがたの下女 に して しまうような まねは断 じてやめていた
だ きたい。……教会に政治 を教 えるとい うことをいい口実に して,教 会 を虐待
す るようなことは しないでいた だきたい。……教会があなたがたのために どん
なにひ どい 目に あってい るか,胸 に手 をあてて よく考 えて もらい たいのであ り
(15)
ます。」.
1878年の春,ユ ゴーは 『ローマ教皇』 を刊行するが,こyで も,聖 職者たち
を厳 しく非難する。彼は,ま ず,教 皇 を始め とす る司教,司 祭の奢{多を非難 す
る。教会の集めた宝の山に抗議す るのであ る。 「司祭 よ,お まえの宝はい った
(16)
い誰 か ら奪 ったのだ?」 「きらびやかな衣装 をまとった老入」,「公衆の娘 たち
以上 に宝石 を飾 りたてた老人」,教 皇 よ,あ なたは恥ずか しくないのか?「 た
くさんの人 々が死にかけてい るとい うのに」。「カ トリック教 は,r3世紀 も前か
ら病気にか 〉ってい る。 お金 を愛する病に 冒されてい る。す でに ファリザ イ派
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(17)
の段階に来てい る。聖職者 は金持にな り,宗 教 は滅 びた。」
ユゴーは,黄 金,宝 石,金 糸,銀 糸でで きた豪華 な三重五冠,司 教冠,教 皇
玉座,祭 服,司教杖,聖 杯な どを使用する教皇たちに警告 を与えたのである。貧
しい人 々,苦 しんでい る人 々にいつ も心 を痛 めてい るユゴーにとって,暴 君 と
共謀 し,悪 を行 う者の味方 とな り,金 ぴかの生活 をしてい る聖識者たちに我慢
がで きなか二たのである。 とい うの も,ユ ゴーの理想の司教 は,ビ ヤンヴニュ
貌下 であつたのだか ら。fレ ・ミゼ ラブル』で最初に登場す るこの司教 は,徳
の高 い,慈 悲深い人間,み ずか ら貧窮生活に甘 ん じ,禁 欲主義に徹 した聖職者
で あ った。この 司教の考 えによれば,聖 職者はぜいた くをしてはい け な い の
だ。 「裕福 な司祭 とい うのは矛盾である。司祭は貧 しい人 びとの近 くにいなけ
れ ばいけない。ところで,は た らいた ときのほこ りの ように,神 聖な貧 しさを
すこ しで も身につけていなか った ら,夜 も昼 もたえず,あ らゆる苦 しみや不幸
や貧困に近づ くことがで きるで あろうか?さ かんに燃 えてい る火の そ ば に い
て,あ つが らない入 を想像で きるだろうか?い つ も大 きなか まどの そばでは
た らいてい るのに,髪 の毛が一本 もこげず,爪 が一 つ も黒 くな らず,一 しず く
の汗 も流 さず,一 かけ らの灰 も顔に くっつかない労働 者を想像で き る だ ろ う
か?司 祭に とっては,と くに司教に とっては,愛 徳の第一の しる しは,貧 し
(18)
い暮 らしをす るとい うことである。」
ユゴーが抗議 したよ うに,確 かに,当 時は賓沢三昧に耽 る司教,司 祭 が何人
かいた。'〈聖職禄の受領者〉,〈教皇庁の高官〉 とい つた人物がいた。全体的に
物質的な面に心 を奪われ,腐 敗 した状態であ った。 フランス全土にわた って キ
リス5教 の衰退が 目立6て いた。特 に,19世紀後半前期 を通 じて,ブ ル ジョワ
ジーが教会に復帰 し,軍 隊,司 法,国 家行政な どにおいて強 力な地位 を占める
にいた って,そ の腐敗ぶ りは頂点に達 した。聖職者が相場師,銀 行家な どと結
ばれていたのであ る。大衆が教会か ら離れ るのは当然であ った。
当時の カ トリック教 は,政 府 の保護 を受けた国民大多数の宗教であ った筈な
の だが,国 民の半数以上が キリス ト教徒 としての義務 を果 たさず,宗 教 には無
関心な状態 を保 っていた。パ リの信者 たちで も,キ リス ト教徒 としてめ 自覚 を
_33"_
持 っていたのは8分 の1'ぐらい だ ったJiと言われてい る。 「シャルhル 教区の
ガ ラル ドンは1・600人か ら成 る小教区であるが・,1816年の調べではピ復活祭の
(19)
こう きちん と秘跡 を受けた人 はわず か4人 にす ぎな かった吐
'この調査が信葱す るにた るものか どうか判 らないが,.敬虚なキ リス ト信者が
少 な くな っていたことは事実である。
19世紀は,社 会的に も政治的に も激動期 を迎 えていただけに,カ トリック教
に属 す る人 々の生活 は非常に多種多様 な状況に置 かれてい た。悪霊の働 きが教
会の中にまで入 り込む時代であ ρた。枢機卿が枢機卿に,司 教が司教 に,司 祭
が 司祭に対 立 していたのであ る・現実の教会 には,い つ も弱 さがつ きまとうも
ので あるが,し か し,.地上の教会はつねに天 とのつなが りの中にあ り,天 の父
(神)の 思いに近づ くこよ う絶 えず導かれてい る・・絶えず聖霊の働 きに満 た され
てい るのである。',・,
こ ～で,ユ ゴーが抗議 してい る、〈教会の宝〉について考察 してみ よう。 これ
は最近 日本で も問題に され たことで ある。`
,1981年,東京で 〈ヴァチカ ン展〉 が催 された時のことであ る。展 示 された三
重冠,教 皇杖,聖 櫃,聖 杯な どを見 た者 は,そ こに教皇の権威 を見 る と 同 時
に,教 皇たちの豪華な奢 った生活 を見 たので ある。これがキ リス トの 姿 な の
か?こ れ らの金 ぴかの品物 を売 った ら,ど れだけの難民 が救 われ る だ ろ う
か?〈 ヴ ァチカ ン展〉 を見た者 の意見は さまざまで あった。 、
〈教会の宝〉 に対 する抗議 と非難 は,『 聖書』におけるキ リス トに対す るユ
ダの非難 を思い 出させ る。 「さて,イ エズスのために,食事の席が もうけ られ る
と,マ ル タが給仕 し,ラ ザロは,イ エズス とともに食卓についた人 々の中にい
た。その ときマ リアが,高 価な純粋 のナル ドの香油一斤 を持 って イエズスの お
ん足 にぬ り,自 分の かみの毛で それ を拭いたので,香 油の香 りは家中にただま
った。弟子の一人 で,の ちに イエズスをわたす イスカ リオテの ユダが 〈なぜ,
(20)
この香油 を三百 デナ リオに売 って,貧 しい入に施 さないのか〉 とい った。」
マ リアが最高級の香油 を イエスの足に塗 った。 それ はとんで もない浪費 だ,
とユダは考 えたのである。 マ リアは,心 の底 からイエスを愛 してい た。.だか ら
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他人 が どう考 えようと,他 人の思惑 などま った く気 にせず,た だひたす ら自分
の愛す る者の ために,自 分の持 ってい るい ちばん貴重な もの を全部 イエスのた
め に使 ったのである。ユ ダは無類の愛の行為 を目の 当た りに見 たのであ る。 そ
れ なの に,彼 はそれ を浪費の行為 だ と非難 したのである。人間的 な物の見方が
い かにいびっ な ものであ るかが理解で きる。ユ ダは 自分た都合の よい よ うに1:
.また,自 分の能力の範囲 内で しか物 を見 なか った。 「聖書』において,フ ア リ
ザ イ派の人 々は イエスの言行に対 して時 々不満 を示 し,議 論 をくりひろげてい
るが,わ れ われの 日常生活において も同様 なことが行われてい る。あ ま りに も
人 聞的 な 目で物事 を見 て しまうからなのである。:`ゴ
〈ヴ ァチカ ン展〉 に展 示 され た装身具は,す べ て寄付 された もので,教 皇が
贅 沢のために買い入れた ものでばない。つ ま り,あ δ)みごとな品 々は,・自分た
ちの愛 してい る教 皇 さまに最良の もの を身につけて もらいたい とい う信者た ち
の願望の現れなのであ る。勿論,教 皇は,あ の装身具は特別な儀式の時 に しか
着 用 しない し,そ れ を身につけ るこ とによ って自己満足す るような人物で はな
いo
ユ ゴ ー の キ リス ト教 離 れ は,シ ブ ー ル 司教 が ノー トル ・ダ ム ・ ド ・パ リで ル
(21)
イ ・ナポ レオ ンに敬意 を表 して,TeDeumを 棒 げたこ と,そ れにナポ レオ ン
が クーデター を敢行 した ことに よ って決定的 とな った。ユゴーは,あ くどい陰
謀 を企て る大統領 と手 を結 ぶ堕落 し切 った聖職者 た ちに憤慨 し,腐 敗 したキ リ
ス ト教 を嘆 き,最 後 まで 司祭 を忌避 し続 け るようにな って しまった。 「現今の
宗教 はすべ て人類 と神 に対す る義務 を果す ことを怠 ってい るか ら,私 の葬式に
はいかなる司祭 に もたちあ って もらいた くない。……私は教会での新禧 をい っ
(22)
さい 拒 否 す る 。… … 一
ヴ ァ ンザ ッ ク は,ユ ゴrが1850年頃 まで キ リス ト教 徒 で あ った,と 言 って い
　 ロ ロ 　 　 ロ ロ
るが,ユ ゴーは,確 かに,そ の信念 と行動において キ リス ト教徒的であ った6
だがキ リス ト教徒ではな かった。敬慶 な キ リス ト教徒 としての生活 を送 った こ
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とは一度 もない。 ユゴーは,み ずから く信 じる者〉,〈祈 る者〉 と誇称 し,神 の
存在を絶対的に信 じていたが,御 託身,三 位一体,復 活な どの、奥義 を信 じてい
なか った。 「哲学的にも科学的に も,三 位一体 を信 じる者 は神 を信 じて い な
く23)
い,と 言 うことがで きる。」 これはユゴーの信念である。 ユゴーに とって,神
は唯一の,絶 対的な存在であ ったから,神 を数えあげた り,分 割 した りす るこ
とは絶対にで きなかった。つま り,彼 には三位一体の奥義が解 らなか ったので
ある。
ユゴニの祈 りは確かであ った。彼に とって,神 の方へ向 かう言葉はすべて祈
,りであ った。 「思考を通 じて,こ の世の無限 をあの世の無限に結び つ け る こ
(24)
,と,これが祈 りと呼 ばれている ものである。」
「お ～,無 神論者 はなんと惨めなんだろう!'な ん と哀れ なんだろ う!な ん
と愚 かなんだろ う!神 はいるのだ。私 は,自 分の存在以上に神の存在 を確信
している。神の ご加護によ り,もっと長生 きで きるなら,私は,祈 りが魂に必要
であ り,祈 りが有用で有効であることを証明する本 を一冊書 きたい と思 ってい
る。私は,祈 りな しに4時 間を過す ことはできない。私 はきちん と朝晩祈 って
いる。夜,目 が覚めた時に も祈 る。神 に何 を求め るのか?力 を与えて くれ る
よう頼む。私 は善悪の区別 を知 ってい る。しかし私は弱い者である。私は自分
の弱さを知 っている。私の力だけでは善 き行い をす ることがで きない。……わ
れわれは神に よって支えられ,包 容 されている。われわれは神の中にい るo神
において,生 命,動 き,存 在 を保持 しているの だ。神 はすべての創始者,創 造
者である。 しか し,神 が世界 を創造 したと言 うのは正 しくない。 とい うの も,
神は永遠に創造 し続けているからである。神 は宇宙の魂であ り,無 限の 自我で
(25)
あ る。」
ユ ゴ ーの 実 際 の 祈 りに 目を転 じて み よ う。
「わ が神 よ,正 義 の た め,ま た弱 き者,小 さ き者,苦 しむ者 を守 るた め に,
(26)
私が不正や暴君や悪に立 ち向かったことを祝福 して下 さい 。」'「お ～,神 よ,
苦 しむすべての者,、罪を償 ってい るすべ ての人 々,過 ちを犯 したすべての者,
この地上で,ま た地上外で過ちを犯すすべての者 を哀れみたまえ。幸せな者,
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正 し き者,不 幸 な者,私 の 哀 れ な ア デ ー ル,私 の 愛 す る ジ ャ ン ヌ と ジ ョル ジ
ュ,無 邪 気 な者,罪 を犯 した 者,不 正 な者,惨 め な 人 々,ル イ ・ボ ナ パ ル ト,
(27)
それ に私,す べての人 々を哀れみた まえ。」 「お ～わが神 よ,私 の仕事 を祈 り
(28)
として お受け取 り下 さい。」 こうい った祈 りは,ま さにキ リス ト教徒 の祈 りで
ある。
「聖書』 を良 く理解 していない人 々は,時 々,神 は正義であ り,厳 格で人に
復讐す る,と 考 えがちであ る。 ヴィク トー ル ・ユ ゴーが そ うで あ った。 キ リス
ト教 は慈愛 とい う名の もとに愛 を,地 獄 とい う名の もとに苦 しみ を教 える。 そ
れは病人 を癒 し,罪 人 を苦 しめ る…… キ リス ト教 は復讐 し,激 怒 し,容 赦な く
(29)
罰す る。十字架上で亡 くな り,雲 の中で苦 しめてい る……。」 キ リス ト教 は 愛
と憎悪 から成 り立 ってい る,と ユゴーは言 うのである。・
一・般に,『 旧約聖書』 を読み終 ったば か りの人 は,神 の怒 り,破 壊性,嫉 妬
な どを非難す る。 そして 『新約聖書』 に入 ると,イ エスの到来に よって,神 の
怒 りが愛に変 った と考 えがちであ る。変 ったの は神で はな く,神 に対す る人 間
∂)知識である。神 は少 しも変 っていないのであ る。 しかし,神 が どのよ うな お
方であ るの かを人 が実際に知るよ うにな ったのは,イ エスが到来 してか らの こ
とであ る。『1日約』の時代に神 を見 るこ とがで きると考 えた者は誰 もいなか った
筈である。『新約』では,神を見たい と思 うな ら,キリス トを見 よ,と教 え る。『私
(30)
を見た人は父を見た」のである。つまり,キ リス トは 「あわれみに満ちてい る
(31)(32)
神」 を父 として現わ して くれた。'「あ らゆる慰めの源 である神」 を人間に示 し
て くれ たのであ る。
キ リス トに よって説 き明 され るこ とで,人 間は神 を知 り,な に よ りも,人 聞
に対 す る神の愛に よって神 を知 るのであ る。 「まさに 〈神についての見 えない
事柄〉 が特別 な仕方で 〈見 えるもの〉 とな り,ほ かの 〈造 られ た物〉 を通 して
よりも,い っそ う見 えるもの とな ります。キ リス トにおいて キ リス ト を 通 し
そ,・キ リ'ストの行動 とことば,つ いに は十字架上の死 と復活を通 して見 え る も
のとなります置)
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ユゴーは,キ リス ト教が神 と人 類に対す る義務 を果たす ことを怠 ってい ると
して,み ず から 〈神の代弁者〉 とな り,貧 しい者,苦 しむ者,罪 人な ど,っ ま
り く小さき者〉の味方 とな って,言 葉において も,行 動において も愛の実践 を
行 っていた。だがユゴーは,キ リス トの愛の受肉が特に苦 しむ人,不 幸な人,
罪人たちのためであ った ことに気がつかなか った。 キ リス トこそ,言 葉 と同時
に,そ れ以上に行動 を通 して 〈福音の倫理〉のひ とつであるいつ くしみ を実行
され た方なのである。 ユゴーの愛の実践は,ま ちがいな く,.キリス トに そ っ
た,キ リス トの教 える行為であ った。 ユゴーがその ことに気づかなか っただけ
、で ある。
19世紀において,キ リス トにつ まついた人 は,確 かに大勢いた。高位聖職者
がっ まついた時,一 般信者におけ るつ まづ きは特に大 きか った。教会か ら離れ
(34)
た者 も沢山いた。だが,「 さいわいな人」 もいたのである。
,当時,敬 度なキ リヌゴ 教徒たちは,あ らゆる面で正義にかな った生活 を深 く
熱心に求めていた。教会 もまた同様であ ったも教会は,人 間の社会 と生活が要
求 してい る正義 を多様な側 面から研究 し続けていた。 「正義の精神における人
(35)
び との良心の育成,そ して正義の精神で発展 しつ 〉ある個 々の企て」が,信 徒
使徒職 を始 めとす るさまざまな分野で進め られていた。だが実際には,正 義の
理念 を持 って始め られた筈の計画が,あ らゆる領域における人間の集団社会の
集 団によ って歪 められて しまうことがあった。「正 義 を理念 として掲 げなが ら,
うらみ,憎 しみ,残 忍の ようなほかの否定的な力が正義 を上 回 って勢力を振 う
ことがあ ります二 このような場合,.敵を滅ぼ し,自 由を制限 し,さ らに全面的
従属 を強い ようとす ることが行動の基本的動機 とな ります。 これでは正義の本
質に矛盾 します。正義は本来,争 う当時者のあいだに公平 と調和 を確立 しよう
とするものです。このような正義の理念の悪用,そ して実際に正義の理念 まで
が歪め られるようでは,た とい正 義の理念で事 が行われるときで も,ど れほど
(36)
の人間の行動が正義その ものか らそれ ることのあ りうるかを知 らされ ます。」・
　 る ロ コ
従 って,ユ ゴーが理想 と してい るように,社 会が ます ます人間的に,ま す ま
す霊的にな るためには,正 義だけでは足 りないのである。人間関係,社 会関係
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が うま く成 り立 つために は,正 義 を超 える もの,つ ま り 〈いつ くしみ深い愛〉
がな ければな らない。
キ リス トの示すい つ くしみ,神 の愛 は,残 虐な人間,罪 人,悪 人,貧 しい
者,惨 めな者,す べ ての者に届 くよ うに 下降 す る。 みず か ら苦 しむ キ リス ト
は,特 別 な方法で,キ リス ト教徒 ばか りではな く,すべ ての人間に語 りかけ,神
の 愛 を示 そ うと す る。 「キ リス トを信 じない人 で あ って もキ リス トの うちに現
実 の人 間 との っなが りと連帯の多 くの語 りかけ を見 出す ことがで きるで しょう
ロ ベ ベ
し,人間のため,真理 と愛の ための無私の献 身の調和の満ち満 ち－fcもの を見 出す
(37)
こ とがで きるで しょう。」 無論,キ リス トの語 りかけに応 えるが否 かは人間の
自由である。傲慢な心 を持 って,ファヴザ ィ入 や律法学士の ように〈私は知弓て
オ
コ ぐ ノ
い る〉 と得意 げな顔 を した とすれ ば,神 の愛に気づかず,た 弐存在 しただけで
生涯 を終 って しまうであ ろう。 ユゴーは,神を信 じ;神の中に絶対性 を求 めづ ～
ツ
も キリス ト撫 祝してし㌔ た吊 棚 えながっ斑 である・ユゴーほ・神
は絶対であ り,計 り知れない もの;知 覚で きないもの と繰 り返すばか りであ っ
た・ユゴーに・正し諸(キ リスDが+字 架bけ られた鰍 と願 の臓
が隔 ていたとすれぱ さまざまな社会的臓 政治的醜 があ1った}こレて
も,彼 は教会か ら離れなか っだであろうし,彼の創作活動や実生活 は無限の進
歩 を信 じなが らも,全 く違 『だ もρ となり,.恐ち く,聖 テ レジァ,聖 フランシ
スコ,聖 ドン ・ボスコ,聖 ヒェ ロニモ,ミ リエル司教 な どに倣 って,神 の愛 を
宣べ伝 えたで あろ う。 〈いっ くしみ深 い神の愛〉に気づかな か ったばか りに,
ユゴーは,キ リス ト教 を過去の もあ として退け,さ らに進んだユゴー独 自の宗





























・注(9) ,の書,105頁 。,lt `、





『レ ・ ミゼ ラ ブ ノレ』lI.辻 剥 訳,講 談 社;53頁 。'






住(3)・ 嘩 ・ 第12章2鞭5節9・ 、.、.・1














.(30)1注(3)の 書 ・ ,1・・,.・ ・.・.・ い:
(31).注(3)'の書,「 エ フ ェ ゾ人 へ の 手 紙 」,・第2章4節 。.
(32)注(3)の 書,「 コ リ ン ト人 へ の 後 の 手 紙 」,第1章 β節 。 .
t・(33)『い つ く・しみ 深 い 神 』,教'皇ヨハ ネ ・パ ウ ロ2世 回 勅;・カ トリ ッ ク 中央 協 議 会.
9頁 ～10頁。..r .・
(34)注(3)の 書,「 マ テ オ に よ る福 音 書 」 第5章3節 」12節。
一40一
(35)
(36)
(37)
注(33)の 書,70頁 。
同 書,70頁 ～71頁。
同 書,48頁 。
一41一
